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Ⅰ 国指定史跡「熊本藩川尻米蔵跡」とは

２

(1)川尻発展の歴史的な背景

• 中世から水運の拠点として栄え、近世期には藩の年貢米を上方の蔵屋敷への搬送するための
藩蔵も設置され、水運を利用した物資の集積・搬出港や、藩の軍港として繁栄

• 人と物が集積し、様々な産業（刃物、酒造、製材、木工、造船、消費財提供等）も発展

(2)国指定について：H22.8.5指定（御船手渡し場跡はH24.9.19追加指定）

• 史跡の構成要素
⇒①外城蔵（とじょうぐら）跡（市所管）、②船着場跡、
③御船手（おふなて）渡し場跡（ともに国交省所管）

(3)国指定史跡（文化財）としての価値・・・物流・水運施設遺構としての価値

• 熊本藩の年貢米の集積地として。また軍港等としても機能した藩の重要港の遺構
• 「船着場跡」のほか「米蔵跡」、「御船手渡し場跡」が現存している地域は全国的にも希少で、
我が国の近世の物流と水運様相を知る上で重要な史跡

（4）外城蔵跡の保存修理工事について
• 平成26年度から、城外蔵跡の保存修理工事を進めていたが、熊本地震により被災
• 現在、震災復旧・保存修理工事を行うとともに、外城蔵跡の保存活用について検討を行っている



Ⅱ 施設の立地状況

【熊本市全域図】
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：バス停留所

岡町

川尻町

JR鹿児島本線
「川尻駅」

熊本藩川尻米蔵跡

川尻公会堂

≪アクセス≫
バス：川尻町バス停（熊本都市バス）から徒歩１分

（桜町バスターミナルから約30分）
JR：川尻駅から徒歩10分

くまもと工芸会館

川尻公会堂



【所在地】熊本市熊本市南区川尻３丁目１１３４番地２、１１２９番地8、1129番地9

【改修年度】東蔵 平成29年度、 西蔵 令和元年度 ※いずれも1847年築

【敷地面積】2,156㎡ 【延床面積】東蔵 617㎡、西蔵204㎡ 【駐車場】1箇所、約50台分

Ⅲ 施設の概要（その１）

≪熊本藩川尻米蔵跡≫

４
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川尻公会堂

川尻小

①外城蔵跡（米蔵跡）
・外城東蔵（H26～29 保存修理工事）
・外城西蔵（H29～R1 震災復旧、保存修理工事）

国指定史跡
「熊本藩川尻米蔵跡」（①～③）

多目的広場 ①外城東蔵

①外城西蔵（震災前）

③御船手渡し場跡
（H23年国交省整備済）

②船着場跡
（H21年国交省整備済）

外城西蔵

外城東蔵



Ⅲ 施設の概要（その２）

５

≪熊本藩川尻米蔵跡の保存活用イメージ≫ ※決定したものではありません

外城西蔵を発表会や展示会等の使用のために貸し出す

②まちづくりのイベント・講座等への貸し出し

①国指定史跡としての価値や町の歴史などを伝える展示

実物史料として建物内部（蔵の構造や内部の様子等）を公開

外城東蔵において、館内のパネルやリーフレット等で水運や町の歴史を紹介

館内のパネル展示、散策マップ等による案内

近接する多目的広場を散策者用の普通車駐車場としても整備活用する

③川尻一帯のまち歩きの拠点化

酒造や工芸など今に残る伝統的な産業（くまもと工芸会館を含む）や歴史的な街並みを形成する

商店等との連携のもと、外城蔵跡のみならず地域の魅力向上を図る

④地域団体や商店、くまもと工芸会館等との連携

スライド６

スライド６

スライド７

スライド７



Ⅲ 施設の概要（その３）
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＜外城西蔵＞貸スペース
■展示物等を設置せず、建物内部（蔵の造り）を見せる展示
■イベント・ギャラリースペースとしての活用

≪展示等のイメージ≫ ※決定したものではありません

＜外城東蔵＞ガイダンス・展示
■展示内容については地元意見を反映して構成
■北端の区画に当時の使い方（南北の行き来不可）を再現し、
学習・体験コーナーを整備

現在、保存修理工事のため、写真は参考として掲載しています。

※写真は完成イメージ
（東蔵の現在の様子）



Ⅲ 施設の概要（その４）

７

≪まち歩きの周遊ルートのイメージ≫

加勢川

くまもと工芸会館

くまもと工芸会館
バス専用駐車場
（大型：3台）
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熊本藩川尻米蔵跡
歴史的建造物
江戸時代から残る町筋
寺社等
その他
開懐世利六菓匠

Aルート（案）
行程：約1.8㎞
所要時間：約35分

Bルート（案）
行程：約2.8㎞
所要時間：約50分



Ⅳ 課題とサウンディング内容
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今回、民間事業者様と次の事項について対話させていだきた
いと考えています。

① 川尻米蔵を拠点とした地域産業などとの連携や観光振興に向けた
取組について

② 外城西蔵の利活用について

③ 川尻米蔵の管理運営等に関する事項について
➢ 施設整備後は、官民連携手法（指定管理者制度など）による管理運営を検討しています

が、参入意欲・関心の有無や、参入意欲などを高める取組についてご意見等をいただきた
いと考えています。

➢ 外城西蔵はイベントスペースなどの貸しスペースとして整備する検討を行っていますが（ス
ライド6参照）、更なる魅力向上が図れる利活用方法（カフェ、アトリエなど）についてご意
見等をいただきたいと考えています。

④ その他、自由なご意見・提案など


